
 

（第２号様式）   
令和７年４月30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川総合高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月18日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒個々の学び

を深め進路実現を

図る教育課程を編

成し、学習意欲と

学力を向上させ

る。 

  

②カリキュラム・

マネジメントを

推進し、教科横

断的かつ探究的

な学びを通して

課題発見・解決

できるグローバ

ルリーダーを育

成する。 

 

③特別活動等を通

して主体性、社

会性、協働性、

創造力等の育成

を図る。 

①履修指導を通して、

生徒の学習意欲と進

路実現するための学

力を育成する。  

 

 

 

②探究学習を通して、

生徒の広い視野を涵

養し、多角的思考力

の育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

③学校行事等を通し

て、協働性や主体的

に集団に関わる力を

養い、課題解決に向

かう力や自己実現を

図ろうとする力を育

成する。 

①本校の授業の魅力を整

理・発信し、生徒の関

心や進路との関連を重

視した履修指導を充実

させる。 

 

 

②講演や各行事により、

多様な価値観に触れる

機会を提供する。各教

科における探究的活動

に係る授業研究を推進

する。 

 

 

 

 

③各個人、各集団が目標

や課題を認識し、主体

的、協働的に学校行事

等に取り組めるよう、

事前学習や生徒の意見

交換の場を充実させ

る。 

①効果的な履修指導に

より学習意欲や学力

は向上したか。(履修

登録者数や履修単位

数の推移） 

 

 

②自ら課題を見出し、

多角的に思考しよう

とする生徒の意識を

醸成することができ

たか。（講演の振り

返り、生徒による授

業評価） 
 

 

 

③学校行事等におい

て、主体的、協働的

に取り組み、社会性

の獲得や自己実現を

図ることができた

か。（校内外による

アンケート等） 

     

２ 
生徒指導・
支援 

①生徒指導・支援

の組織的取組を

推進し、生徒が

安心して学べる

学校づくりを進

める。 

 

 

 

②部活動や課外活

動を支援し、責

任感や連帯感の

涵養を図る。 

①生徒一人ひとりが安

心して学び、自己肯

定感を高められる学

校環境の実現を目指

し、組織的な生徒指

導・支援体制を強化

する。 

 

 

②部活動を通して、主

体性や責任感、連帯

感の涵養を促し、集

団活動の充実及び自

己実現を図る。 

①いじめ・暴力の未然防

止と早期対応に重点を

置き全職員による情報

共有と早期発見及び迅

速対応の仕組みを確

立。年２回のアンケー

トを通じて、生徒の不

安や悩みを早期に把握

する。 

 

②活動発表の場や、部活

動説明会、部活動表彰

等を充実させ、部活動

の活性化を図る。 

①いじめや暴力、不登

校などの未然防止・

早期対応が組織的に

行われているか。

（いじめアンケート

や SC 等の利用率での

数値確認） 

 

 

②活動実績の他、各

部、各個人が、目標

達成や自己実現に向

けて、計画性を持っ

て活動できたか。

（担当者及びアンケ

ートによる評価） 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月18日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①様々な教育活動

をとおして、生徒

が主体的に進路目

標を定め実現して

いく力を育成す

る。 

 

 

 

②キャリア発達課

題を意識した進

路指導の充実を

図る。 

 

①生徒自身が進路につ

いて考え、行動を起

こせるように進路行

事の開催、進路情報

の提供を行う。 

 

 

 

 

②より円滑で有効な進

路指導の実現のため全

職員へ向け進路情報の

整理・提供や生徒デー

タの報告を行う。 

①生徒の進路意識を強化

するために進路説明会

や校内模試の事前・事

後指導を実施する。校

外の活動や制度につい

て classroom やガイダ

ンスルーム掲示により

告知する。 

 

②校内模試の結果を有効

に活用するために職員

向けデータ分析報告会

を行う。進路情報を

teams上で共有する。 

①生徒の校内模試への

理解を深め、取り組

みが向上したか。校

外の活動や制度の利

用件数が増加した

か。 

 

 

 

②teamsでの情報提供や

報告会をとおして、

生徒の進路状況への

理解が深まったか。 

     

４ 
地域等との
協働 

①地域資源を活用

した教育活動を

行い、未来社会

を切り拓くため

の資質・能力を

育成する。 

 

 

②家庭、地域社会

等との連携・協

働により、持続

可能な社会の創

造を図る。 

①授業やグローバル教

育に係る行事等で外

部資源と連携・活用

し、探究的に社会問

題に向き合い、多角

的に思考する力の育

成を図る。 

 

②学校・家庭・地域が

相互に連携・協働

し、地域住民や多様

な団体の参画を得

て、子どもたちが地

域社会の一員として

持続可能な社会づく

りに主体的に関わる

態度や実践力を育成

する。 

①外部講師や他校の生徒

を招き、社会問題を議

論する行事を実施す

る。国際交流行事につ

いては、持続可能な実

施を目指す。 

 

 

②地域住民や関係団体と

連携した体験活動や

学習活動（環境保

全、防災、福祉、伝

統文化、地域清掃な

ど）を年間計画に位

置付けて実施する。 

①自ら課題を見出し、

多角的に思考しよう

とする生徒の意識を

醸成することができ

たか。（講演の振り

返り、生徒による授

業評価） 

 

②地域・保護者参画行

事の実施回数や地域

課題解決型学習の実

施回数が増加してい

るか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①社会の変化に対

応し、柔軟かつ迅

速に教育課題に取

り組み、社会に開

かれた教育課程の

実現を目指す。 

 

②教育計画とのバ

ランスを図り、

教員の働き方改

革を進める。 

 

①保護者及び地域から

信頼を得られるようホ

ームページや説明会等

の内容を充実させ、社

会との関係を構築す

る。  

 

 

②教育計画と整合性を

保ちつつ、校務の適

正化、教員の負担軽

減、ワークライフバ

ランスの改善に向け

た業務改革を具体的

に進める。 

①ホームページ更新の頻度

を上げ、掲載情報も充

実させるとともに、学

校説明会等で提供する

情報の最適化に努め

る。 

②業務の精選と ICT 化に

よる効率化、職員間で

の業務分担の明確化と

協働の仕組みづくりを

各グループで行う。 

  

①ホームページで教育

活動の周知ができて

いたか（アクセス

数）。 効果的な説明

会を実施できていた

か（アンケート）。 

②各グループで改善点

があったか。校務分

掌の満足度や実感値

で実効性を確認する

（アンケート、ヒア

リング）。  

     

 


